
氏 名 伊藤 真理 生年月日  

所属・役職  経験年数（うち本業務の類似業務従事年数） 

特別研究員 26年 （20年） 

専門分野 公衆衛生学、疫学・予防保健学、生命倫理学、精神保健福祉学 

所有資格 修士（公衆衛生学、専門職） 

経歴（職歴／学位） 学歴 

1989年3月 日本女子大学家政学部家政理学科（生物農芸専攻）卒業 

2009年3月 東京大学大学院医学系研究科修士課程修了 

      （公共健康科学専攻：老年社会科学分野所属） 

2013年9月 東京大学大学院医学系研究科博士後期課程単位取得満期退学 

       （健康科学看護学専攻：老年社会科学分野、疫学・予防保健学 

分野所属） 

職歴 

1987年4月～1989年3月  国立科学博物館植物研究部技術補佐員 

1989年4月～2008年10月 朝日新聞社（編集局記者） 

2009年1月～2010年10月 一般社団法人日本生殖補助医療標準化機構 

            （倫理委員会委員） 

2010年12月～2012年7月 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

                          （研究所、福祉と生活ケア研究チーム） 

 2011年4月～2015年3月 独立行政法人国立がん研究センター中央病院 

             （乳腺科・腫瘍内科外来研究員） 

 2013年9月～2014年5月  独立行政法人国立がん研究センター 

             がん予防・検診研究センター 

             （検診研究部特任研究員） 

 2013年10月～現在    東京大学大学院医学系研究科客員研究員 

             （疫学・予防保健学分野） 

 2015年4月～現在     社会福祉法人プシケおおた相談員 

 2015年6月～現在     公益財団法人未来工学研究所 

所属学会等 日本公衆衛生学会、日本生命倫理学会、日本保健医療社会学会 

業務の実績 

 

 [学会発表] 

１． 沖縄県民の食生活・栄養摂取の変遷と健康状態の変化に関する文献的検討 

（日本公衆衛生学会、2008年11月、福岡） 

２． 那覇市における中学生の食環境が栄養素摂取量に及ぼす影響 

－ファーストフード店、コンビニエンスストアに着目して－ 

（日本公衆衛生学会、2009年11月、奈良） 

３． 沖縄県Ｂ市における小中学生の食事と運動、生活習慣に関する実態調査（第一報） 

（日本健康医学会、2009年11月、東京） 

４． 沖縄県における中学校周辺の食環境の検討－地理情報システム（GIS）を用いて－ 

（日本学校保健学会、2009年11月、沖縄） 

５． 子宮頸がん検診の受診を阻む要因と改善策の検討：自己採取HPV検査キットを用いて 

                    （日本公衆衛生学会、2014年10月、栃木） 

６． 子宮頸がん住民検診未受診者層への自己採取HPV検査導入トライアル（島根県出雲市） 

                    （日本公衆衛生学会、2015年11月、長崎） 

 

 [助成研究等] 

１． やずや食と健康研究所2007年度助成研究「琉球列島における社会経済環境の変化と栄養転



換（Nutrition Transition）の関係」 

２． 平成20年度日本女子大学教育文化振興桜楓会奨学研究「琉球列島における社会経済環境の

変化と栄養転換（Nutrition Transition）の関係」 

３． 2008年度 東京大学ＡＧＳ研究会助成研究「ＧＩＳ（地理情報システム）を用いた食環境が

地域住民の健康・生存に及ぼす影響の空間解析評価」 

４． 2009年度 東京大学ＡＧＳ研究会助成研究「沖縄県離島地域における住民の健康・生存に及

ぼす食環境と生活習慣の関連評価」 

５． 2010年度 東京大学ＡＧＳ研究会助成研究「日本人がん患者のスピリチュアルニーズ解明と

国際比較」 

６． 2009 年度東京大学医学系研究科学術研究業務委嘱研究「沖縄県の児童・生徒における食環

境が食行動や食品（栄養素）摂取量に及ぼす影響に関する研究」 

７． 2010年度東京大学医学系研究科学術研究業務委嘱研究「終末期におけるspiritual painの

実態とケアの有効性検討に関する研究」 

 [著書等] 

１． 「エリザベス・キューブラー・ロスの思い出」（日本語版編集・発行担当、麻布小寅堂、2007

年11月） 

２． 「スピリチュアルケアの根底にあるもの―自分が癒され、生かされるケア」（共著、遊戯社、

2012年 12月、1章担当： What is Spiritual care? 誰のために何をするのか？―がん患

者さんたちとの面接から―） 

３． 乳がん患者の妊娠出産と生殖医療に関する診療の手引き 2014 年版（「乳癌患者における妊

孕性保持支援のための治療洗濯および患者支援プログラム・関係ガイドラインの開発」班・

日本がん・生殖医療研究会編集、金原出版株式会社、2014年、ガイドライン評価委員メン

バーとして参加） 

４． 「チームで学ぶ女性がん患者のためのホルモンマネジメント」第5章5．Spirituality（共

著、篠原出版新社、2015年出版予定） 
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